
1

阪田知樹さん応援レポート
大江馨＆阪田知樹
ヴァイオリン＆ピアノ
2016年９月28日（水）

青葉区民文化センター フィリアホール

吉報が届いたのは９月上旬、「阪田知樹さん
『フランツ・リスト・ピアノ・コンクール』優勝！」

1933年に始まった歴史ある「ブダペスト国際音
楽コンクール」。ハンガリーの首都ブタペストで
開催されるコンクールである。５年に一度、ハ
ンガリーが誇り愛する音楽家フランツ・リストの
名を冠し、 『フランツ・リスト・ピアノ・コンクー
ル』ピアノコンクールが催されている。

リスト没後130年の今年、見事に優勝を飾った
阪田さん、ご自身「リストを敬愛」しているとの
ことで、コンサートでもリストの作品が登場する
ことも多い。「満を持して」の感もあるような今
回の優勝。祝賀行事等を終えての日本凱旋。
いやがおうにも期待が高まる。

会場は横浜・青葉区の区民文化センター・フィ
リアホール。『クラシック音楽を主目的に設計
された500席のコンサートホールである。リサ
イタル、室内楽から小編成オーケストラまでの
演奏に適した音響特性を備え』ており、
『シューボックスの型の室形は、どの客席へも
無駄なく均等な反射音が到達し、音を身近に
感じたり、音に包まれた感じを受けるのが特
長』とするホールである（フィリアホールHPよ
り）。実際に訪れると、２階席にも広がる左右
のバルコニー席が印象深い。

本日の公演は「大江馨＆阪田知樹 ヴァ
イオリン＆ピアノ」。
阪田さんのソロ、大江さんの無伴奏、２人
によるアンサンブル。多様なプログラムが
楽しみだ。

「フランツ・リスト・ピアノコンクール」優勝後の凱旋公演
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まずは阪田さんが登場。本日はオール・ブ
ラックの舞台衣装。胸ポケットの白いチーフ
が映える。
ピアノソロでコンサートが始まる。サン=サー
ンス/.ゴドフスキ編の「白鳥」、ドビュッシー
の「月の光」、優美になめらかに、しっとりと。
大きな拍手へのご挨拶は、左右のバルコ
ニー席をも見渡し落ち着いたもの。堂々とし
た姿には貫禄すら感じられる。
続いてソロ３曲目、ドビュッシーの「喜びの
島」。きらめくような細やかな音色が幻想的
に響く。モデルとなったといわれるエーゲ海
の島々に思いが馳せられるかのよう。
弾ききった阪田さんに満場の拍手。「見事
なものだね」と客席のみなさんも大満足の
様子。

大江馨さん登場。無伴奏曲パガニーニ「24
のカプリスOp.1より第24番」。
続いては、阪田さんのピアノと大江さんの
ヴァイオリンによるサン＝サーンス「 序奏と
ロンド・カプリチオーソ」、華麗に聴かせてく
れた。

お二人マイクをもってのトークタイム。
二人の出会いは１年半前の神奈川での演
奏会。同い年であることもあり意気投合。
「いつか一緒に弾けたら」との思いが本日
実現したとのこと。

ソロ&デュオ。落ち着きのある自在な演奏で客席を魅了

本日は、サン＝サーンス、ドビュッシー・・・
と、オール・フランス・プログラム。「・・・こ
のホールにきっと似合うと思って」選んだ
そうだ。阪田さんのソロ、大江さんのソロ、
そしてデュオの作品と盛りだくさん。

ラストに選んでくれた曲はフォーレの
「 ヴァイオリン・ソナタ第1番」。阪田さんが
中学生のときにCDで初めて耳にし、それ
以来「いつか絶対に弾きたい」と温めてい
た曲なのだとか。「・・・情熱的かつ聴き心
地のいい曲です」。 「・・・旋律や和声がお
洒落というか洒脱というか」。

演奏が始まる。流れるような美しさ。ピアノ
パートのふくらみかたが印象的。昼間のひ
とときを、洒落た音色で飾ってくれた。

大きな拍手に応えてのアンコールは、クラ
イスラーの「愛のよろこび」。「・・・残りの一
日を楽しく過ごしていただければ」との言
葉どおり、明るく軽快にコンサートを締め
てくれた。
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大好きなリスト。いろいろな魅力をお伝えしていきたい

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演後はサイン会。多くの方々が列に並び、
二人に声をかけたり、一緒に写真におさ
まったり。

－大江さんとの共演は；

「・・・初めて一緒に弾かせていただきました。
いやぁ楽しかったです。同年代だからこそ、
お互いに遠慮なく意見を交換するなど、
違った刺激がありました」。

＜演奏会概要＞

◆出演
ヴァイオリン：大江馨
ピアノ：阪田知樹

◆プログラム
C.サン=サーンス（L.ゴドフスキ編）：白鳥

◎ピアノ・ソロ
C.ドビュッシー：「ベルガマスク組曲」より
月の光 ◎ピアノ・ソロ
C.ドビュッシー：喜びの島 ◎ピアノ・ソロ
N.パガニーニ：24のカプリスOp.1より
第24番イ短調 ◎ヴァイオリン・ソロ
C.サン＝サーンス：
序奏とロンド・カプリチオーソイ短調
Op.28

G.フォーレ：
ヴァイオリン・ソナタ第1番イ長調Op.13

◆アンコール
クライスラー：愛のよろこび

－ファイナルの録画を拝見しましたが、たく
さんのブラヴォーをいただいていましたね；
「・・・うれしいことに、審査員の方々も、

「あなたが優勝してうれしいと言ってくださっ
て。あとで聞いたら審査員満場一致の優勝
だったそうなんです」

－阪田さんが感じるリストの魅力；

「・・・素晴らしい作曲家に短命な方が多いな
か、リストは74歳まで、19世紀初頭から20世

紀の入口という時代を生き抜いた人です。
様々な時代背景をバックにしていて、様々
な曲が残されているという特徴があります」
「・・・それゆえ魅力も多様で。これからも、リ
ストのいろいろな魅力をお伝えできたらいい
なと思いながら弾いていきたいです」

「・・・リストのピアノ作品はピアノ音楽のある
種の集大成かなと思っています」。

－なかでも？；

「・・・ピアノ・ソナタが一番好きです。コンクー
ルのファイナルでも弾きました。ファイナル
のソロの課題曲でもあったので」。

「・・・自分が本当に好きな曲をハンガリー・
ブタペストという素敵な都市で演奏すること
ができて」

コンクールでありながら、コンサートのような
感触で弾くことができたと語る阪田さん。

このあとに予定されている米国でのコン
サートツアーも大いに盛り上がるに違いな
い。

11月、12月とコンサートの予定がびっしり。

年末の誕生日も返上しての活動となりそうと
うれしい(?)悲鳴の様子だった。

阪田さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

－コンクールについて聞かせてください

「・・・９月１日から11日までの長丁場。書
類＆音源審査を通過した40人ほどが参
加していました」。

「・・・セミファイナル12名、ファイナル６名。

ファイナルの本選は、協奏曲と規定のソ
ロ曲という構成。今年はリストの没後130

周年を記念しての開催だったこともあり、
音源審査から、全ての作品がリストの曲
と指定されていて」「・・・リストは大好きな
作曲家ですので、コンクールは本当に楽
しい時間でした」。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・プログラム】


